
一
．
空
調
に
つ
い
て

〈
回
答
〉
今
年
度
中
学
校
１
、

２
年
生
の
普
通
教
室
に
空
調
設

備
を
整
備
し
て
い
る
。

【
追
加
】
小
学
校
に
つ
い
て
は
、

必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
が
、

設
置
時
期
は
未
定
で
あ
る
。

二
．
少
人
数
学
級
に
つ
い
て

〈
回
答
〉
小
中
学
校
の
少
人
数

学
級
に
つ
い
て
は
、
府
・
国
に

対
し
て
要
望
を
継
続
す
る
。

【
追
加
】
小
学
３
年
生
で
昨
年

度
よ
り
学
級
数
が
減
少
し
た
学

校
に
16
時
間
の
非
常
勤
講
師
を

配
置
し
て
い
る
。
国
府
小
、
和

気
小
、
池
上
小
、
北
池
田
小
、

い
ぶ
き
野
小
、
北
松
尾
小
、
信

太
小
、
鶴
山
台
南
小
の
８
校
に

配
置
し
て
い
る
。
小
学
３
年
算

数
の
学
力
向
上
の
た
め
に
少
人

数
指
導
等
の
取
組
を
進
め
て
い

く
。
本
事
業
の
検
証
を
行
っ
た

上
で
、
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

三
．
「
特
別
の
教
科
・
道
徳
」

の
教
科
書
採
択
に
つ
い
て

〈
回
答
〉
調
査
員
に
よ
る
調
査

研
究
、
閲
覧
し
た
市
民
の
意
見

も
踏
ま
え
、
選
定
委
員
会
に
お

い
て
検
討
を
行
い
、
採
択
を
行
っ

て
い
く
。

【
追
加
】
中
学
校
の
道
徳
教
科

書
採
択
に
つ
い
て
は
、
各
学
校

に
お
い
て
見
本
本
の
回
覧
を
行

い
、
意
見
が
提
出
で
き
る
よ
う

に
す
る
。

四
．
小
学
校
「
特
別
の
教
科
道

徳
」
の
実
施
に
あ
た
っ
て

〈
回
答
〉
教
材
に
つ
い
て
は
、

原
則
教
科
書
を
使
用
す
る
。
し

か
し
、
教
科
書
外
の
地
域
に
即

し
た
教
材
等
を
用
い
る
場
合
は
、

著
作
権
等
の
侵
害
に
留
意
し
、

適
度
に
使
用
す
る
こ
と
は
制
限

し
な
い
。

【
追
加
】
教
育
課
程
の
編
成
権

は
学
校
に
あ
る
。
原
則
年
間
計

画
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
が
、

年
間
計
画
に
つ
い
て
変
更
の
必

要
性
が
あ
れ
ば
、
学
校
長
の
承

認
を
得
て
行
う
。

五
．
ト
イ
レ
・
プ
ー
ル
・
放
送

設
備
の
改
善
な
ら
び
に
改
修
に

つ
い
て

〈
回
答
〉
学
校
施
設
の
改
修
に

つ
い
て
は
、
状
況
把
握
に
努
め
、

優
先
順
位
を
つ
け
順
次
改
修
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ト
イ
レ
改

修
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
３

Ｋ
（
臭
い
、
暗
い
、
汚
い
）
の

状
況
を
勘
案
し
つ
つ
、
洋
式
化

率
60
％
を
目
標
に
、
計
画
的
に

取
り
組
む
方
向
で
進
め
て
い
る
。

【
追
加
】
ト
イ
レ
の
改
修
に
つ

い
て
は
、
２
校
の
改
修
を
計
画

し
て
い
る
。
体
育
館
の
改
修
に

つ
い
て
、
今
年
度
（
Ｈ

29
年
）

設
計
し
て
い
る
が
、
光
明
台
北
、

北
松
尾
小
、
和
泉
中
、
北
池
田

中
、
信
太
中
の
５
校
を
改
修
す

る
予
定
で
あ
る
。

六
．
「
外
国
語
活
動
」
「
外
国

語
」
の
移
行
措
置
に
つ
い
て

〈
回
答
〉
次
期
学
習
指
導
要
領

の
実
施
及
び
そ
れ
に
伴
う
「
外

国
語
活
動
」
「
外
国
語
」
の
移

行
措
置
に
お
い
て
は
、
そ
の
着

実
な
実
施
に
向
け
て
、
小
学
校

各
校
に
お
け
る
教
材
研
究
や
教

育
課
程
の
編
成
、
教
員
の
授
業

力
向
上
等
に
関
し
て
研
究
す
べ

き
点
が
多
く
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
教
員

の
配
置
に
つ
い
て
は
、
国
の
定

め
る
教
職
員
定
数
に
基
づ
い
て

お
り
、
市
費
に
よ
る
専
任
の

「
外
国
語
」
教
員
の
配
置
は
困

難
で
あ
る
。

【
追
加
】
中
学
校
区
で
配
置
し

て
い
る
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
時
間
数
に
つ

い
て
、
小
学
校
の
授
業
で
の
活

用
時
数
を
増
加
さ
せ
る
配
置
を

検
討
し
て
い
る
。
次
年
度
の
Ａ

Ｌ
Ｔ
配
置
に
関
し
て
は
、
可
能

な
限
り
早
期
に
各
校
に
詳
細
を

伝
達
す
る
。

専
任
教
員
を
配
置
す
る
よ
う

に
国
に
要
求
し
て
い
く
。

七
．
教
職
員
の
長
時
間
過
密
労

働
の
解
消
に
向
け
て

〈
回
答
〉
一
部
の
教
職
員
に
業

務
が
偏
ら
な
い
よ
う
校
務
分
掌

の
整
理
を
す
る
こ
と
、
教
職
員

の
勤
務
時
間
の
現
状
を
把
握
し
、

時
間
外
業
務
の
縮
減
及
び
教
職

員
の
健
康
の
保
持
増
進
に
勤
め

る
こ
と
を
校
長
会
を
通
じ
て
周

知
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
校

務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ

り
、
成
績
処
理
や
学
籍
・
出
席

管
理
な
ど
一
括
し
た
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
こ
と
で
、
校
務
の

効
率
化
・
時
間
削
減
を
図
っ
て

い
る
。

【
追
加
】
校
務
用
パ
ソ
コ
ン
の

動
作
が
遅
い
こ
と
を
改
善
す
る

た
め
の
対
応
策
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
無
線

の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
増
や

す
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

八
．
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ

い
て

〈
回
答
〉「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
」

の
一
環
と
し
て
、
「
い
ず
み
希

望
塾
」
を
開
設
し
、
学
習
支
援

を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ

ど
も
医
療
費
の
対
象
年
齢
の
拡

大
に
つ
い
て
は
、
今
後
取
り
組

む
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

【
追
加
】
就
学
援
助
に
つ
い
て
、

入
学
前
の
準
備
金
支
給
に
つ
い

て
研
究
を
進
め
て

い
る
。
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謹賀新年
本年もどうぞよろしくお願い致します。

子どもと学校を追い詰める「新学習指導要領」は撤回。｢チャレンジテスト」は廃止。

11
月
16
日
泉
北
教
組
は
、
和
泉
市
教
委
と
教
育
要
求
書
に
基
づ

く
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。
要
求
書
の
主
な
回
答
と
、
交
渉
で
の
新

た
に
確
認
さ
れ
た
回
答
は
以
下
の
通
り
で
す
。


